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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
わ
せ
和
子
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
公
費
助
成
の
検
討
を
。

　
保
健
所
長
　
現
時
点
で
、
助
成

を
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

定
期
予
防
接
種
化
な
ど
、
国
の
動

向
や
近
隣
自
治
体
の
状
況
に
つ
い

て
引
き
続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
周
知
の
方
法
は
。

　
保
健
所
長
　
疾
患
の
特
性
、
ま

た
、
治
療
法
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

含
む
予
防
策
な
ど
に
つ
い
て
お
伝

え
す
る
こ
と
は
有
効
と
考
え
ま
す

の
で
、
町
田
市
医
師
会
と
連
携
す

る
な
ど
、
周
知
の
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
投
票
の
利
便
性
、
投
票
率

向
上
の
た
め
に
「
共
通
投
票
所
」

の
設
置
を
。

　
選
挙
管
理
委
員
長
　
公
共
施
設

再
編
に
よ
る
投
票
環
境
へ
の
影
響

な
ど
の
対
応
と
し
て
、
共
通
投
票

所
も
一
つ
の
方
策
で
あ
る
と
捉
え

て
い
ま
す
。
今
後
、
５
Ｇ
な
ど
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
状
況
を
見
据
え

つ
つ
、
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ 

ン

に

つ

い

て

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
大
戸
踏
切
立
体
化
と
密
に

連
携
が
必
要
と
な
る
、
相
原
駅
東

口
ア
ク
セ
ス
路
と
東
口
駅
前
広
場

の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

　
道
路
部
長
　
大
戸
踏
切
立
体
化

事
業
と
連
携
し
、
28
年
３
月
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
相
模
原
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
や
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

重
要
な
整
備
事
業
の
現
状
と
今
後
。

　
道
路
部
長
　
町
田
都
市
計
画
道

路
３
・
４
・
49
号
線
で
す
が
、
相

　
山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）
　

　
問
　
市
が
進
め
て
き
た
多
摩
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
町
田
方
面
延
伸
の

取
組
の
総
括
と
今
後
の
展
望
は
。

　
市
長
　
こ
れ
ま
で
の
取
組
が
実

を
結
び
、
延
伸
ル
ー
ト
の
検
討
も

大
詰
め
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
ル
ー
ト
決
定
後
の
都
市

計
画
決
定
及
び
事
業
認
可
、
も
う

一
つ
は
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
み
、
延
伸
の
早
期
実

現
の
道
筋
を
つ
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
障
が
い
者
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

模
原
市
に
対
し
、
事
業
の
推
進
を

促
し
、
進
捗
に
合
わ
せ
て
町
田
市

も
用
地
取
得
を
完
了
さ
せ
、
早
期

開
通
を
目
指
し
ま
す
。
３
・
４
・

41
号
線
で
す
が
、
22
年
度
か
ら
橋

梁
の
下
部
工
事
に
着
手
予
定
で
す
。

　
問
　
町
田
都
市
計
画
道
路
３
・

３
・
36
号
線
（
町
田
街
道
）
の
整

備
は
重
要
で
あ
る
が
市
の
考
え
は
。

　
道
路
部
長
　
重
要
な
路
線
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
早
期
整
備
に
向

け
て
、
市
で
実
施
で
き
る
こ
と
を

含
め
都
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

導
入
の
際
、
補
助
を
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
等
で
も
ス
ム
ー
ズ
に

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
今
後
も
国

及
び
交
通
事
業
者
の
動
向
を
注
視

し
、
導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
教
育
セ
ン
タ
ー
複
合
化
に

お
け
る
新
た
な
子
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
の
検
討
状
況
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
民
間
活
力

導
入
も
考
え
て
お
り
、
医
療
的
ケ

ア
児
の
受
入
れ
拡
充
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

と
も
に
、
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る

活
動
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

町
田
市
版
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
介

護
人
材
の
確
保
へ
の
取
組
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
求
人
・

求
職
ア
プ
リ
、
ま
ち
け
あ
ジ
ョ
ブ

の
開
発
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
21

年
３
月
末
に
リ
リ
ー
ス
し
、
28
人

が
こ
の
ア
プ
リ
を
含
め
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
、
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
に
就
労
し
て
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
／ 

認

知

症

施

策

　

わ
た
べ
真
実（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
地
場
野
菜
の
利
用
を
拡
大

す
る
た
め
の
策
と
し
て
、
前
日
納

品
の
時
間
帯
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
納
品
時
は
量
、

状
態
な
ど
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
、
適
切
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
給
食
調

理
員
や
栄
養
士
が
勤
務
を
し
て
い

る
時
間
帯
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
過
去
の
請
願
で

は
バ
イ
オ
ガ
ス
施
設
の
安
全
性
、

経
済
性
等
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い

た
が
、
払
拭
で
き
て
い
る
の
か
。

　
循
環
型
施
設
建
設
担
当
部
長
　

バ
イ
オ
ガ
ス
に
起
因
す
る
事
故
情

報
は
得
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ス
ト
は
、

発
電
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
利
用
に
よ
り

一
般
の
電
気
売
却
に
比
べ
約
３
・

６
倍
の
金
額
で
取
引
で
き
ま
す
。

　
問
　
過
去
の
ご
み
処
理
の
歴
史

を
振
り
返
る
展
示
が
必
要
で
は
。

　
循
環
型
施
設
建
設
担
当
部
長
　

見
学
通
路
の
壁
面
に
、
ご
み
歴
史

年
表
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

学
校
給
食
の
さ
ら 

な
る
地
産
地
消
を

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
鶴
川
駅
を
中
心
と
し
た
広

範
囲
に
わ
た
る
渋
滞
解
消
を
求
む
。

　
道
路
部
長
　
鶴
川
駅
東
口
交
差

点
に
北
側
か
ら
進
入
す
る
道
路
は
、

事
業
主
体
で
あ
る
川
崎
市
及
び
東

京
都
に
対
し
て
、
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
災
害
時
避
難
施
設
の
ス
ペ

ー
ス
不
足
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

施
設
の
有
効
利
用
や
、
町
内
会
・

自
治
会
と
の
連
携
を
深
め
る
べ
き
。

　
防
災
安
全
部
長
　
例
え
ば
、
テ

ン
ト
な
ど
を
活
用
で
き
な
い
か
、

検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
町

内
会
館
、
自
治
会
館
も
、
避
難
場

所
活
用
と
い
う
こ
と
で
は
手
法
の

一
つ
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮

者
（
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
妊
産

婦
、
乳
幼
児
、
難
病
、
人
工
透
析

患
者
等
）
へ
の
支
援
強
化
を
求
む
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
22
年
度
か
ら

検
討
を
始
め
、
国
の
指
針
に
沿
っ

て
26
年
度
ま
で
の
個
別
避
難
計
画

作
成
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

災
害
に
強
い
町
田 

鶴
川
の
渋
滞
解
消

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問
　
い
じ
め
予
防
の
一
環
で
暴

力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
）

を
全
校
で
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
教
育
長
　
同
様
の
取
組
を
既
に

行
っ
て
お
り
、
全
学
級
で
年
３
回

以
上
い
じ
め
に
関
す
る
事
業
を
特

別
の
教
科
道
徳
や
特
別
活
動
等
の

中
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
取
組
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
中
学
校
一
人
一
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
適
切
な

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
身
近
に
本
音
を
話
せ
る
相

手
の
い
な
い
子
ど
も
の
支
援
を
、

学
校
で
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
指
導
室
長
　
教
員
は
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
い
る
こ
と

を
児
童
生
徒
に
周
知
し
、
い
つ
で

も
相
談
で
き
る
こ
と
を
認
識
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問
　
小
中
学
校
に
お
け
る
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
現
状
と
課
題
は
。

　
教
育
長
　
児
童
生
徒
対
象
の
調

査
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
使
い
方

管
理
の
た
め
に
対
策
を
求
め
る
。

　
指
導
室
長
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
カ

メ
ラ
で
撮
影
す
る
こ
と
で
ロ
グ
イ

ン
す
る
方
式
な
ど
、
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　「
生
活
保
護
の
申
請
は
権

利
」
と
ポ
ス
タ
ー
で
周
知
を
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
な
ど

で
周
知
す
る
と
と
も
に
、
相
談
者

に
は
チ
ラ
シ
等
を
活
用
し
、
丁
寧

に
制
度
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

や
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
理
解
し
、

意
識
を
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
実

際
の
行
動
が
伴
わ
な
い
こ
と
も
あ

る
こ
と
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
指
導
室
長
　
端
末
を
使
っ
て
ゲ

ー
ム
を
し
た
り
、
動
画
を
検
索
し

た
り
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
問
　
２
０
２
２
年
問
題
へ
の
対

応
に
向
け
た
特
定
生
産
緑
地
へ
の

移
行
状
況
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
対
象
と
な

る
生
産
緑
地
の
う
ち
、
92
・
７
％

が
移
行
す
る
予
定
で
す
。

い
じ
め
問
題
の 

解
決
を
求
め
て

安
心
で
き
る
居
場 

所
／
緑
地
保
全

　
白
川
哲
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
町
田
市
初
と
な
る
新
た
な

整
備
手
法
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
よ
る
コ

ス
ト
削
減
の
想
定
は
ど
の
程
度
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
給
食
セ
ン
タ

ー
整
備
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

の
有
効
性
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
全
体
事
業
費
を
５
％
程
度
削

減
す
る
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と

が
試
算
で
き
ま
し
た
。

　
問
　
従
来
の
方
式
と
比
べ
て
Ｐ

Ｆ
Ｉ
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｖ
Ｆ

Ｍ
が
５
％
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が

そ
の
計
算
の
根
拠
は
ど
う
か
。 

　
学
校
教
育
部
長
　
近
年
の
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
導
入
可
能
性
調
査
に
お
い
て
、

３
か
ら
５
％
程
度
で
算
定
さ
れ
る

例
が
多
い
の
で
、
極
め
て
平
均
的

な
数
値
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
民
間
資
金
の
活
用
メ
リ
ッ

ト
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
発
注
者
側
と

併
せ
て
、
金
融
機
関
も
一
緒
に
事

業
を
見
守
っ
て
い
く
体
制
を
確
保

で
き
る
の
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
し
て
の
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
と
捉
え
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の 

建
設
コ
ス
ト
削
減

　
藤
田
　
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子

ど
も
や
家
族
へ
の
支
援
の
連
携
強

化
を
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
町
田
市
子

ど
も
発
達
支
援
計
画
の
行
動
計
画

に
基
づ
き
、
医
療
的
ケ
ア
児
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
総

合
的
な
支
援
体
制
構
築
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
引
き
続
き
保
健
所
、

病
院
、
学
校
等
の
関
係
機
関
と
連

携
を
強
化
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
農
業
の
担
い
手
へ
の
支
援

に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
取
組
を
。

　
赤
塚
副
市
長
　
10
年
度
か
ら
町

田
市
独
自
の
農
業
研
修
事
業
を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
修
了
者
合

計
１
０
３
名
の
約
２
割
が
就
農
、

約
４
割
が
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
市
の
農
業
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
会
長
　
担
い
手
へ

の
支
援
制
度
の
拡
充
は
、
上
部
組

織
で
あ
る
東
京
都
農
業
会
議
を
通

じ
て
、
都
や
国
に
対
し
て
引
き
続

き
要
請
を
し
て
い
き
た
い
。

チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ 

ー
ス
ト
／
農
業

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎ＰＦＩ� 【４面】
　ＰＦＩは Private Finance Initiative の略。公共
施設等の設計、建設、維持管理及び運営に、民間
の資金とノウハウを活用し、公共サービスの提供
を民間主導で行うことで、効率的かつ効果的な公
共サービスの提供を図るという考え方。
◎ＶＦＭ� 【４面】
　ＶＦＭは Value for Money の略。ＰＦＩ事業に
おける最も重要な概念の一つで、支払いに対して
最も価値の高いサービスを供給するという考え方。
従来の方式と比べてＰＦＩの方が総事業費をどれ
だけ削減できるかを示す割合。
◎ＦＩＴ制度� 【４面】
　ＦＩＴは Feed-in Tariff の略。再生可能エネル
ギーで発電した電気を、電力会社が一定価格で一
定期間買い取ることを国が約束する制度。電力会
社が買い取る費用の一部を、電気をご利用の皆様
から賦課金という形で集めている。

堺
地
域
に
お
け
る 

道
路
整
備
を
問
う

多
摩
都
市
モ
ノ
レ 

ー

ル

の

取

組

　
佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

鞍
掛
台
買
物
・
外
出
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
な
取
組
を

準
公
共
交
通
と
捉
え
、
市
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
技
術
的
な

支
援
と
と
も
に
、
財
政
的
な
支
援

も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
認
知
症
高
齢
者
を
地
域
で

支
え
て
い
く
た
め
に
、
今
後
強
化

し
て
い
く
取
組
は
。

　
髙
橋
副
市
長
　
ま
ず
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
同
士
の
交
流
を
図
る
と

安
全
・
安
心
な
町 

田
市
を
め
ざ
し
て

　
斉
藤
か
つ
ひ
ろ
（
公
明
党
）

　
問
　
自
転
車
の
安
全
な
利
用
に

つ
い
て
、
自
転
車
レ
ー
ン
・
ナ
ビ

マ
ー
ク
設
置
の
考
え
方
は
。

　
道
路
部
長
　
国
が
作
成
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
自
転
車
レ

ー
ン
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自

転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
設
置
は
警
視
庁

が
行
い
、
駅
周
辺
及
び
都
道
や
国

道
に
設
置
す
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
大
雨
時
の
浸
水
・
土
砂
災

害
に
つ
い
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
統
合
の
目
的
・
狙
い
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
風
水
害
時
の

危
険
性
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、

日
頃
か
ら
の
備
え
と
避
難
行
動
を

適
切
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
は
積
極
的
勧
奨
を
再

開
し
た
が
市
の
対
応
は
。

　
保
健
所
長
　
町
田
市
医
師
会
と

連
携
し
つ
つ
、
接
種
勧
奨
を
行
う

対
象
者
や
時
期
を
検
討
し
、
個
別

通
知
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。


